
３月に入り、令和５年度もあと残すところ３週間ほどになってきました。まだ、早朝には肌寒さを

感じますが、校庭の木々の芽は膨らみはじめ、確実に一歩ずつ春が近づきつつあるのを感じます。修

了、卒業の月を迎え、この１年間の活動を振り返ってみると、子どもたちの心身共にたくましく成長

した姿が見受けられます。これも本校の教育活動に保護者や地域の皆様よりご支援・ご協力いただい

た結果であると、心より感謝申し上げます。徳島県公立高校一般選抜入試が、３月５日（火）に学力

検査、６日（水）に面接という日程で実施されます。３年生の皆さんはこの日に向け、日々努力を積

み重ね、頑張ってきたことと思います。当日は平常心で試験に臨み、もてる力を全て出し切ってほし

いと思います。１・２年生の皆さんは、この１年で自分が積み上げてきた学びや、仲間と築きあげて

きた絆を振り返り、成長した自分に自信を持ち、３年生が築いてきた一中の伝統をしっかりと引き継

いでもらいたいと思います。
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昨年末に実施致しました「令和５年度

学校評価アンケート」の結果につきまし

て、一中のホームページに掲載しており

ます。前年度のアンケート結果と比較し

ながら、課題や改善点について職員間で

共有し、今後の学校経営にいかしていき

たいと考えております。お忙しい中ご回

答いただき、ありがとうございました。

上の言葉は、仏教の経典にある教えです。「過ぎ去った過去は変えることはできず、未来のことを

いろいろ考えて恐れても仕方のないことである。今、この現在に、自分が考えられる最善のことを

しよう」という考え方です。誰しも「あの時ああすれば良かった。そうすればこんなことにはなら

なかったのに。」と過去のことを悔やんだり、「これから先、どんなことになるんだろう」と将来に

不安を感じたことはあると思います。

過去や未来のことについてあれこれと考え過ぎてしまうことは、心の中に不安や苦しみを抱くこ

とになり、それはどんどん大きく膨張していきます。そのことに心がとらわれてしまい、本来の大

切な目的を見失ってしまうことにもなりかねません。そのようなことにならないためにも、今、こ

の瞬間に、自分は何をしなければならないのかを考え、一生懸命に実行していくことに集中しまし

ょう。その先にはきっと、幸福なことが皆さんを待っていることでしょう。

１月２９日～２月９日の間、生徒会本部役員が、

能登半島地震で被災された方々の支援のため、募

金活動を行ってくれました。今でもまだ、避難所

での生活を余儀なくされている方々のことを考え

ると、１日も早い復興

・復旧を祈らずにはい

られません。皆さんの

温かい気持ちに感謝し

ます。


